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1． この会社が目指している将来の姿が理解できるか 

理解できる。 

 同社の経営理念は『「革新と創造」－フロンティア精神を胸に常に挑戦し続ける企業であ

りたい－』である。同社は理化学用品の業界トップ企業であり、コロナ禍においてメディカ

ル部門は大幅に売り上げを増加させた。しかし、これに甘んじることなくプライスリーダー

のポジションにあることを生かし、安定供給の使命と相互の信頼関係に基づき、業界全体の

持続的成長に貢献することを掲げている。持続的に成長できる企業であるため、研究者や医

療関係者が抱える「もったいない」「時間がない」「予算がない」の 3 つのないを解決するこ

とを解消するサービスを提供することを約束し、ウクライナ戦争など予測不可能な今後の

社会への対応するうえで、インフレ対応を重要な課題として認識している。更に、2025 年

3 月期に売上 1000 億円を目指していることが分かった。 

 

2． この会社の現在の競争優位性が理解できるか 

十分に理解できる。 

 同社の強みは主に３つ存在している。まず一つ目は物流である。「必要な時に、必要なも

のを、必要なだけ」というモットーのもと、多品種でありながら少量から注文可能である。

二つ目は製品サービスにある。理化学用品専門でありながら６３０万点の品ぞろえを持ち、

同業者を圧倒している。さらに商品販売以外にも実験機器の校正やメンテナンスなどニッ

チなサービスを提供している。三つ目は様々な販売チャネルを持つことである。紙媒体のカ

タログだけで９冊、デジタル媒体でも３つのチャネルがあり、中小大いかなる規模の会社で

も利用することができるなど業界トップの強みを生かしている。 

 



 

図１ 同社の強み 

 

3． その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 

項目による。 

 先に述べた各項目に関して持続性の観点から分析を行う。まず、物流に関して project one

（中期経営計画）ver.1 の課題として述べられているように、人材確保や配送コストの増加

や配送量の増加の影響を受けていること、商品数増加による出荷体制のひっ迫化が述べら

れている。これを解決すべく、project one ver.2 ではサプライチェーン体制を統合し、納期

短縮や在庫効率化を図るとしている。しかし、根本的な人材確保や配送コストの増加につい

ては同社のみでは対応できない部分もあり、持続性があるとは言い切れない。次に商品サー

ビスに関して同業他社を圧倒する品ぞろえを誇っており、今後もこの傾向に変化はないと

考えられる。最後に多様な商品チャネルに関しても今後一定の持続性はあると考えられる。

しかし、長期的な目線では e コマース進展により従来のカタログ販売が下火となる可能性

は高いであろう。 

 

4． この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

あまりそう思わない。 

 「society」の項目で人材育成について言及されている。「社員の品格」を形成するために



①育成する人物像②人材育成プログラム③ダイバーシティの推進④ワークライフバランス

の推進についてある程度詳細に記載されている。特に、①については箇条書きで分かりやす

く、どういった人材を育成したいか明確に伝わる。しかし、②についてどの程度の社員がプ

ログラムに参加しているのか、社員は実際にそのプログラムを通して成長をどの程度実感

できているのかに関する記述がないため、同社内での人的資本の価値向上できるかイメー

ジを持ちづらいように感じた。 

また、③ダイバーシティの推進に関しては他社に比べて女性活躍のためのプランのみの

記載となっており、必ずしもダイバーシティを意識しきれているとは言い難い。より海外進

出を図る同社にとって、国籍や LGBT＋Q を含めたより幅広いダイバーシティの推進を意

識する必要があるように思う。 

 

図２ 価値創造を支える基礎について 

 

5． 報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

同社の強みに関しては簡潔にまとまっており、理解しやすいうえに将来像を達成するた

めの中長期経営計画についてある程度具体的な施策の記述があった点は良かった。しかし、

全体として文字が多く単調な印象を受ける。特に力を入れたい内容に関して色味を工夫し、

強調するなどの対応が欲しいと感じた。また、人材育成に関しては社員の声を取り入れたり、

ダイバーシティの推進について女性の活躍のみならずより広い観点からの記述があるとよ

いように感じた。 

明確である 

ダイバーシティへの意識を 

より高めるべき 

社員の声が知りたい 



 

 

図３ 代表取締役社長メッセージ 

総じて文字が多く、何を強調し

たいのか不明瞭である 


